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例会場 ホテルグランヴィア広島 
 

 
 

 

 

国歌斉唱 

ロータリーソング   「奉仕の理想」 

四つのテスト唱和  職業奉仕委員会 

来客紹介       ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

誕生月お祝い 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間       水野  勝 会長 

             『会長年頭挨拶』 
 

 

 

 
左から、佐藤会員・粟屋会員・山坂会員・山田会員・槇殿会員・山

内会員・上野会員  おめでとうございます。 
 

 

 

 

京都伏見ロータリークラブから新年のご挨拶を頂戴しましたので、

披露いたします。 

『謹んで新年のお慶びを申しあげます。 

旧年中は格別のご高配を賜り、誠にありがとうございました。本年

も何卒ご指導の程、よろしくお願いいたします。貴クラブ会員ご家

族皆様のご健勝と、ご多幸を心よりお祈り申しあげます。』 
 

 

 

＊先月、当クラブでメークアップをされた宗像ＲＣの立部祐道さん

から宗像ＲＣのバナーを頂きました。テーブルに回しますので、

ご覧下さい。 

＊ひろしまインターネット美術館より二科展の招待券を頂いており

ます。受付に置いてありますので、ご自由にお取りください。 

＊地区大会特集号（ＢＯＸ配布物） 

＊ガバナー月信（ＢＯＸ配布物） 

＊地区活動報告書（ＢＯＸ配布物） 

＊例会終了後、今年度の理事会を開催します。 
 

 

 

プログラム委員会  合田委員長 

１月の卓話に変更が生じましたので、予定表は次週お配りいたし

ます。 
 

 

 

１２月ゴルフ同好会 

成績発表 

 

優勝 山下正司会員 

 

 

 

 

 
 

 

 

【自主出宝】 

水野会員・増田会員・山内会員・島本会員・石井会員 昨年のこと

になりますが、１２月２０日の冬の家族会では多くの会員並びにご

家族の皆様にご参加頂き、誠に有り難うございました。また、会の

企画、運営を担当された坪内理事、上河内委員長、畑副委員長

以下ロータリー家族親睦委員会の皆様に厚く御礼申し上げます。 

水野会員・増田会員・山内会員・島本会員・石井会員 新年明け

ましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げま

す。 

■本日の例会   ２０１３年１月１７日（木）  第２１１７回 

ロータリーソング 「われらの生業」 

来客紹介 ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

誕生月お祝い 

連続出席表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

同好会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間 ㈱サンフレッチェ広島 

 管理強化本部 強化部 部長 

 織田 秀和 氏 

            『念願の J１制覇と新ｼｰｽﾞﾝに向けて』

前回例会報告 ２０１３年１月１０日（木）  第２１１６回 

会長時間               会長   水野  勝 

委員会報告 

幹事報告               幹事   山内 盛利

誕生月お祝い 

ニコニコ箱           ニコニコ委員会 

同好会報告 
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クラブ運営方針 小さな奉仕を重ねよう、大きな目標のために 

 

庄子会員 明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしく

お願いします。米山学友会へのご支援も引き続きよろしくお願い

申しあげます。 

坪内会員・上河内会員・畑会員 ロータリー家族親睦委員会 上

河内 です。昨年１２月２０日に開催いたしました「冬の家族会」に、

多くのメンバー並びに家族の皆様に参加を頂きありがとうございま

した。お陰をもちまして楽しい会となったように、私は思っておりま

すが、もし、苦情が有るようでしたら坪内理事の方にお願いします。

本年もいくつか事業を用意しておりますので、お付き合いの程よ

ろしくお願いいたします。 

髙原会員 ①１２月の家族会で原田真二さんの企画を大いに楽し

ませて頂きました。②妻の誕生日を祝って美しい花を頂きまして

感謝しています。 

本田会員◇ 昨年の冬の家族会には多くの会員とその家族の皆

様にお越し頂き、誠にありがとうございました。楽しく元気に司会

進行に努めましたが、若干予定時間も過ぎてしまい、最低でも２

回は噛んでしまいました。ご家族の皆様の笑顔に免じてお許しく

ださい。 

東会員◇ 新年あけましておめでとうございます。年の初めに多く

の会員の皆様から年賀状を頂きました。私は１０代の頃から、かれ

これ四十数年間、年賀状を出したことがないものですから、この場

をお借りして御礼申し上げます。また、昨年は色々とお世話になり

ありがとうございました。今年も変わらぬお付き合いを宜しくお願

い致します。お礼と感謝の気持ちを込めて出宝させて頂きます。 

上野会員 今月、古稀の誕生日を迎えます。 

槇殿会員 ６８回目の誕生日です。これからも元気で頑張ります。

１月生まれの方は出宝どうぞ。 

山坂会員 誕生日のお祝いありがとうございました。５８歳になりま

す。 

山内会員 新年を迎えると同時に５３歳になりました。まだまだ若

造ですが、若造らしく何事にもチャレンジ精神で臨みます。ご指

導の程、宜しくお願い致します。 

粟屋会員◇ 明けましておめでとうございます。今年も引き続きど

うぞよろしくお願いします。今日は誕生日のお祝いをして頂き、あ

りがとうございます。私も５５才、四捨五入すると６０になりました。ま

だまだ若いつもりで頑張りますのでよろしくお願いします。 

ニコニコ委員会(山村会員･上田会員・深川会員・下前会員・槇殿

会員) ニコニコ出宝。今年もｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭで頑張ります。 

山下(正)会員◆ あけましてオメデトウございます。 会長・幹事・

理事役員の皆さんあと半分ですね！ご苦労様です。 で１枚 

昨年は各委員会・同好会の活動で本当に沢山の協力を頂き有難

うございました。で１枚 

今年も第１回目からスタートダッシュで頑張っていきたいと思って

おります。カエルＢＯＸも忘れずご協力ください。 で１枚 

三保会員 先日は私どもの店の事でお騒がせし、ご心配をおかけ

し申し訳ございませんでした。また、皆様からの多くの励ましの言

葉を頂きありがとうございました。感謝！ 
 

当日計 34,000 円（内、ｗｅｂ15,000 円） 累計 806,000 円 

★=10,000 円 ☆=5,000 円 ◆=3,000 円 ◇=2,000 円 
 

 

 

会長 水野  勝 会員 

『会長年頭挨拶』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アノ武田先生が亡くなった。謙虚の字、そのものの方であった

ように思う。昨年の春頃からお体の調子が悪いのかなと感じて

いたが、精密検査の結果、医師の方より今の医学ではどうにも

ならない大病と聞かされ愕然とした。今にして思えば私達はそ

の旨を知らず、５月２０日に１０年前のＳＡＡ委員会の延長とし

て続いている「鮎を食する会」を南原峡綾ヶ谷の山荘で、第１０

回目を開催して頂いた。山荘のご自宅の池で、稚魚から飼育

された鮎を網ですくい取り、囲炉裏端の部屋で、串焼きで頂き、

山の横穴の貯蔵庫で保管されている銘酒を飲む、誠に楽しい

会合であった。 

１０月に入り入退院を繰り返され、最後の県病院緩和ケア病棟

に入院されるまで、人生最後の仕事として、ご遺言やご遺筆に

懸命に勤められた由、正に感動と感嘆そのものを感じた。 

私事で恐縮だが、先生に少しでも美味しいものを食べて貰い

たいとの気持ちから、山本忠男、中尾建三、福田拓造の３名は、

１０月末に山荘へ穴子弁当、１１月末にはケア病棟に河豚刺し

を持参した。 

亡くなられる３日前であったが、山本忠男さんに県北の砂谷ま

で仕入れに行って貰った特製アイスクリームをスプーンで一口

ずつ「美味しい、美味しい」と自分で要求され、食べられるその

様子が、今も目に焼き付いて離れない。 

温容で謙虚な人間性に富まれた人柄の武田先生。呼べど答

えず遠き黄泉の地に飛び立たれ、二度と再びお目にかかるこ

とは無い。近日お別れの会が催されると聞く。 

悲しみと寂しさを抱きつつ哀悼の誠を捧げたい。 

記・福田拓造会員 

 
《お別れの会》 

日時 ２０１３年１月２６日（土）午前１１時開式（約１時間） 

会場 リガロイヤルホテル広島４階 ロイヤルホール 

    広島市中区基町６-７８ 

 

 

 
 

■出席報告 

２０１３年１月１０日（木） 会員数 ８０名 

出席 ６６名  欠席 １４名  来客 ０名 

１２月１３日例会出席率  １００％ 

■次回例会お知らせ  ２０１３年１月２４日（木） 

卓話 『年男の弁 Part1』 

    福田拓造会員・岡崎陽一会員・中尾建三会員 

食事 洋食 

卓話時間 

武田学千会員を偲んで 


